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富 山 県 庄 川 扇 状 地 鴨 川 に お け る ト ミ ヨP""g 〃iussinensisGuichenot の 成 長 と 成 熟
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富 山 県 庄 川 扇 状 地 を 流 れ る 湧 水 の 出 る 小 河 川 鴨 川 に 生 ・ 息 す る ト ミ ヨ P 況 刀 g i 〃 砿
sI"g"SIS の 成 長 と 成 熟 に つ い て 調 べ た 。 調 査 は 、1975 年4 月 か ら1976 年2 月 に か け て 行
な っ た 。 春 か ら 夏 に か け て 観 察 さ れ る 仔 魚 は ， 翌 年 の 春 ま で 急 速 に 成 長 す る 。 翌 春 満 1 才
で 成 熟 す る が 、 そ の 時 の 平 均 体 長 は 約 5 0 m m で あ る 。 成 熟 卵 を も っ た 雌 は , 2 月 か ら 9 月 の
間 に み ら れ ， 5 ～ 6 月 に も っ と も 多 い 。 ト ミ ヨ は ， 成 熟 し ， 産 卵 を す る 頃 に な る と ほ と ん ど
成 長 し な い 。 ま た 1 + 魚 で 越 冬 す る 個 体 も わ ず か に 存 在 す る が ， ほ と ん ど の 魚 は 産 卵 後 死























































Inthisstreamlet,theaquaticrootedvegetationsuchasR α 〃 〃 〃cuiusaa 〃 α 〃 〃s ，
Spa γg α 〃j 邸 加 γ α 瓶oson.Potamogetoncrispus.Oe" α 池/iestolo 〃 〃97 α,Polygo 〃 況 加 〃z""gI
and 〃 αSt 〃 γ 〃 〃"toffie 加 α/egrewthickatanytimeoftheyear.Thefishsuchas
Onco γﾉzynchus'" αsou,PﾉzoX 加"sﾉouyi.Misg" γ" 〃s α"g"" 〃c α 〃datus,Cobitisbii" αg ，
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0+fishofP 〃 〃91 〃HSSI 〃 〃isisintheKamokawa,astreamlet.
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P 〃 刀9 吋iussinensismusthaveconsistedofimmaturefish.
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curinginfreshwatersofthefareastregion.AlthoughthelifehistoryofP 〃 〃g 肱 加s
P 〃 〃gi 〃 〃slivinginEuropeandNorthAmericahasbeenstudiedbyvariousauthorsas
wellastheirmorphologyandbehavior(Wootton1976),fewstudieshavebeenpublished
onthelifehistoryofP 〃 〃gi 〃Mssinensis,exceptKoBAYASHl(1933),whodiscribedthe
generalecologyofP 〃 〃gi 〃 〃ssinensisf. た α 心 α γ αelivinginKyoto･However,KoBAYASHi
notedalmostnothingaboutthegrowthofthefish,andtherelationshipbetweengrowth
andmaturity.







P 〃 〃g 〃iuspungi 〃Hs.thoughthefactorthatcausedthisdiscrepancyhasremained
unknown.However,thisisprobablecausedbythedifferencesoftheconditionsoflife
liketheenvironmentalfactors.
Atthebeginningoftheirsecondyearoflife,P 〃 〃g 肱 加ssinensishadameanlengthof
approximately50mmandarrivedatmaturity.Itwassuggestedthatthegreaterpartof1-i-
fishreproducedinthewarmseasonandmightdieafterbreeding,Kobayashi(1933),
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